
熊
令

鞠
智

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
熊
本
県
鹿
本
郡
菊
鹿
町
大
字
米
原

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
人
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
１

一
九
九

七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課

４
　
調
査
担
当
者
　
西
住
欣

一
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
山
城

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鞠
智
城
跡
は
県
北
の
菊
池
川
の
支
流
で
あ
る
木
野
川
東
岸
の
標
高

一
四
〇
ｍ

前
後
の
米
原
台
地
上
に
位
置
す

る
。
遺
跡
の
中
心
と
な
る
の
は

古
代
山
城
で
あ
り
、
他
の
時
代

の
遺
構

・
遺
物
は
点
在
す
る
程

池

　

で
ぁ
る
。
発
掘
調
査
は

一
九

菊

エハ
七
年
に
第

一
次
調
査
を
実
施

鵜

し
、
今
回
の
調
査
は
第

一
人
次

期

に
な
る
。
山
城
の
東
端
部
は
崖

で
、
北
端
部
か
ら
西
端
部
に
か

け
て
は
、
尾
根
上
に
土
塁
が
み
ら
れ
る
。
南
端
部
の
三
ヵ
所
に
は
門
礎
跡
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
状
態
で
土
塁
が
延
び
て
お
り
、
土
塁
の
外
側
は
崖
に
な
っ

て
い
る
。
崖
や
土
塁
に
囲
ま
れ
た
内
城
域
は
約
五
五
ｈａ
あ
り
、
そ
の
周
囲
に

約
六
五
ｈａ
の
外
縁
地
区
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
は
内
城
地
区
を
中

心
に
実
施
さ
れ
、
ほ
ぼ
中
央
部
平
坦
面
に
六
五
棟
の
建
物
が
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る

（掘
立
柱
建
物
四
三
棟
。
礎
石
建
物
一
九
棟
・
掘
立
柱
礎
石
併
用
建
物
三
棟
）。

こ
れ
ら
の
建
物
の
時
期
は
七
世
紀
後
半
―
九
世
紀
後
半
と
考
え
て
い
る
。
柱
列

が
入
角
形
に
三
重
と
二
重
に
巡
る
三
棟
の
建
物
の
存
在
が
特
異
で
あ
る
。
建
物

が
集
中
す
る
地
域
に
近
接
し
た
北
西
側
に
、
谷
の
自
然
地
形
を
利
用
し
た
池

（約
五
一一一〇
〇
ポ
）
が
確
認
で
き
た
。
池
内
部
の
調
査
は
部
分
的
で
あ
り
、
詳

細
な
構
造
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
木
簡

一
点
が
こ
の
池
の
粘
土
層
よ

り
出
土
し
た
。
粘
土
層
に
は
七
世
紀
後
半
―
八
世
紀
前
半
の
上
師
器

・
須
恵
器

が
包
含
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い

マ

交

餘

平

」

　

　

　

　

解
∞
卜
苺

釦

鼠



1996年出土の木簡

裏
面
に
は
僅
か
に
刃
物
を
入
れ
て
折

っ
た
痕
跡
が
残

っ
て
お
り
、
面
調
整
を

施
し
て
お
ら
ず
、
墨
痕
も
確
認
で
き
な
い
。
表
面
の
頭
部
に
カ
ッ
ト
面
が
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
は
、
国
立
歴
史
民
谷
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（西
住
欣

一
郎
）

ま

え

だ

宮
崎
上
削
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
崎
市
大
字
新
名
爪
字
前
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
一
一
月
―

一
九
九
六
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
東
　
憲
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

・
平
安
時
代

・
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

国
道

一
〇
号
宮
崎
北
バ
イ
パ
ス
建
設
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

調
査
地
周
辺
は
、
平
安
時
代
中
期
に
宇
佐
宮
領
新
名
爪
別
符
が
置
か
れ
た
地
域

と
し
て
知
ら
れ
る
。

調
査
で
は

一
一
―

一
二
世
紀

に
噴
出
し
た
と
思
わ
れ
る
霧
島

火
山
起
源
の
降
下
軽
石
の
堆
積

が
見
ら
れ
、
そ
の
直
下
か
ら
水

田
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

れ

そ
の
後
、
中
世

。
近
世
を
通
し

鱈

絶
え
間
な
く
水
田
耕
作
が
行
な
　
・３

わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま

　

２




